




窓が完全に閉まったことを目視により確かめてください。隙間が
あると窓の性能が損なわれるほか、強風時などに危険です。ハン
ドルの回転が重くなったらそれ以上回さないでください。装置に
無理な力がかかり故障の原因となります。また、窓を直接手で閉
めないでください。ワイヤーが噛み開かなくなります。

ハンドルは確実に差込む。
確実にハンドルが差し込まれていないと、ハンドルが外れて
ケガをする可能性があります。奥まで確実に差込んでください。

印がご採用いただきました操作部についての説明です。

印がご採用いただきました機種についての説明です。 印がご採用いただきました機種についての説明です。

3.窓の閉鎖後は、ハンドルを必ず「反時計回りに回し
て」、真下の位置にします。グリップを収納穴位置にあ
わせ、収納してください。

1.排煙ボタンを押すと窓が一斉に開放し
ます。排煙ボタンの操作はハンドルが
収納された状態で行ってください。

※収納しないと窓の開放ができません。

2.ハンドルを引き出し、時計回りに回
転させると窓が閉鎖します。ハンドル



・ハンドルの空転は、窓が閉鎖したことを示すものではありません。
窓の閉鎖は必ず目視等にて確認ください。

・窓が閉鎖する前にハンドルが空転してしまう場合、窓に物が挟まっていたり、部品の故障が考えられます。
詳しくは販売代理店、またはオイレスECO各営業所までご連絡ください。

印がご採用いただきました操作部についての説明です。

1. 排煙ボタンを押すと窓が一斉に開放しま
す。排煙ボタンの操作はハンドルが収納
された状態で行ってください。
※収納しないと窓の開放ができません。

2. ハンドルを引き倒し、時計回りに回転
させ続けると窓が閉鎖します。

3. 窓の閉鎖後は、ハンドルを必ず
「反時計回りに回して」、真
下の位置にします。グリップを収
納穴位置にあわせ、ボタンの下
部を押して収納してください。

※フェース面に傷がつき
ますので、ハンドルを
矢印の方向に押し込
みながら回転させな
いでください。。

ハンドル

ハンドルを押し込みながら回転させないでください。フェース表面を傷つける原因となります。

印がご採用いただきました操作部についての説明です。

ハンドルを押し込みながら回転させないでください。フェース表面を傷つける原因となります。

印がご採用いただきました操作部についての説明です。

印がご採用いただきました操作部についての説明です。

レバーを下げる ハンドルを
六角穴に差し込む

ハンドルの保管は厳重に行ってください。紛失しますと窓が閉鎖できません。

ハンドル

1.ハンドルを引き出し「反時計方向に回すと」、回転に
合わせて窓が開いていきます。換気開放時でも排煙ボ
タンを押すと、窓は排煙角度まで開放します。

ハンドル

3.ハンドルを下に倒し、時計回りに回転させると窓
が閉鎖していきます。

4.窓の閉鎖後は、ハンドルを必ず「反時計回
り（1回転以内）に回して」、真下の位置にし
ます。グリップを収納穴位置にあわせ、収納し
てください。

閉鎖時、ハンドルボックスへの負荷が一定以上になるとハンドルが空回りし、
ハンドルボックスやワイヤーロープへの過剰な負荷を防止します。

ハンドル



印がご採用いただきました操作部についての説明です。

印がご採用いただきました操作部についての説明です。

1. 排煙ボタンを押すと窓が一斉に開放します。排煙ボタンの操作は
ハンドルを六角穴に差し込んでいない状態で、行ってください。

※ハンドルを差し込んだままでは窓の開放ができません。

2.別保管されているハンドル
のグリップを起こし、ハンド
ルを図のように六角穴に
差し込みます。

3.ハンドルを下げ注1、さらに奥まで
確実に差し込みます。注2

4.ハンドルを時計回りに回転させる
と窓が閉鎖します。閉鎖後は、ハ
ンドルを外し、別の場所に保管し
てください。

ハンドルの保管は厳重に行ってください。紛失しますと窓が閉鎖できません。 ハンドルを押し込みながら回転させないでください。フェース表面を傷つける原因となります。

1.排煙ボタンを押すと窓が一斉に開放します。排煙ボタンの操作は、
ハンドルを六角穴に差し込んでいない状態で行ってください。
※ハンドルを差し込んだままでは窓の開放ができません。

2.ハンドルを取り外しグリップを起こし、図のように六角
穴に差し込みます。ハンドルを下げ注1、さらに奥まで
確実に差し込みます。注2

3.ハンドルを時計回りに回転させると窓が閉鎖
します。閉鎖後は、ハンドルを外し開放操作
1の状態に戻してください。

ハンドルの保管は厳重に行ってください。紛失しますと窓が閉鎖できません。

印がご採用いただきました操作部についての説明です。

1. 排煙ボタンを押すと窓が一斉に開放しま
す。排煙ボタンの操作はハンドルが収納
された状態で行ってください。
※収納しないと窓の開放ができません。

2. ハンドルを引き倒し、時計回りに回転
させ続けると窓が閉鎖します。

ハンドル

3. 窓の閉鎖後は、ハンドルを必ず
「反時計回りに回して」、真
下の位置にします。グリップを収
納穴位置にあわせ、ハンドルの下
部を押して収納してください。

※フェース面に傷がつき
ますので、ハンドルを
矢印の方向に押し込
みながら回転させな
いでください。。

印がご採用いただきました操作部についての説明です。

表示ホルダーと反対側の
ボールチェーンを下に引くと
窓が閉鎖していきます。窓の
閉鎖が確認できるまで引い
てください。



印がご採用いただきました操作部についての説明です。

印がご採用いただきました機種についての説明です。 印がご採用いただきました機種についての説明です。 印がご採用いただきました機種についての説明です。

1. 排煙ボタンを押すと窓が一斉に開放しま
す。排煙ボタンの操作はハンドルが収納
された状態で行ってください。
※収納しないと窓の開放ができません。

2. ハンドルを引き倒し、時計回りに回転
させ続けると窓が閉鎖します。

3. 窓の閉鎖後は、ハンドルを必ず
「反時計回りに回して」、真
下の位置にします。グリップを収
納穴位置にあわせ、ボタンの下
部を押して収納してください。

※フェース面に傷がつき
ますので、ハンドルを
矢印の方向に押し込
みながら回転させな
いでください。ださ 。

ハンドル

ハンドルを押し込みながら回転させないでください。フェース表面を傷つける原因となります。


